
 
資料 4 

宇宙空間の安定的利用の確保に関する国際シンポジウム 

～ 更なる宇宙開発と利活用への挑戦 ～ 

 

 

１．本シンポジウムの概要 

  宇宙空間の安定的利用の確保に関する議論を深めることを目的、平成２３年

度以降、今回は９回目。各国から政策決定トップレベルの関係者を招聘。昨年

度は約５００名の方が来場。 

 

２．今年度のシンポジウムの概要 

（１）開催日 ：令和２年２月２７日（木）、２月２８日（金） 

（２）開催場所：三田共用会議所（港区） 

（３）参加機関：５カ国の政府機関（日、米、仏、独、比） 

１つの国際機関（ﾗﾝﾃﾞﾌﾞｰとｻｰﾋﾞｽｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの実行のためのｺﾝｿｰｼｱﾑ（CONFERS）） 

６つの研究機関（JAXA､CNES､DLR､北海道大学､慶應大学、防衛研究所） 

９つの企業（ｱｽﾄﾛｽｹｰﾙ社､AGI社､ﾛｯｷｰﾄﾞ･ﾏｰﾁﾝ社､イリジウム社､エｱﾛｽﾍﾟｰｽ社 等） 

（４）基調講演：ヒッチコック 米統合宇宙軍計画・政策部長（少将） 

       フリードリング 仏宇宙軍司令部司令官（少将） 

       オコネル 米商務省宇宙商業室部長 

山川 宏 JAXA理事長 

 〇主催：内閣府 

○協力：総務省、外務省、文部科学省、経済産業省、防衛省 

（以 上） 

令和２年２月 

内閣府宇宙開発戦略推進事務局 


